
Ｌ

７

ぴうiｺﾌ里 ，研究室岡田淳剥捲も

ｚ
ｚ
Ｚ
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★木村酒造株式会社の新酒造工場落成
住吉川の下流にある名酒“灘鯉の木村酒造株式会社（木村喬二取締役社長）が、１１月2 4 日正午より新酒工場
を落成し、その披露パーティが開催された。灘の手づくり酒としての評価が高い“灘鯉画は、酒倉も創立以来の
たたずまいを残して、こだわりの酒づくり。東灘区御影石町１丁目１番５号の本社の側に新酒造工場がお目見得
した。

☆神戸生れの鈴木智之ビール大使がドイツ連邦共和国より功労勲一等功労十字章を授与（1 2 月1 4 日）
神戸生れの関学マン鈴木智之さん（ＫＫスズキインターナショナル代表取締役社長）は、アメフトの花形ＱＢ
として４年連続全国優勝。現在は、国内ビール各社にドイツ・ドルトムントのH o l s t e i n u n d K a p p o r t社のビ
ール酸りの機械を販売納入。1 9 8 8 年1 1 月のバイエルン国立歌劇場の一行来日、大阪オクトーバーフェストなどビ
ール大使として文化交流に尽し授賞。
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☆旧居留地界隈の街角に、あのジャン・ブランコ・フェレ神戸店が、おしゃれに登場／
「今日はほんとうに嬉しい。私の大好きなジャン･ ブランコ･ フェレのブティックがこの街角にオープンして頂
いて」と大丸神戸店の長津昭店長。場所は中央区海岸通４番地新明海ピル。１Ｆには、ブティック・ジヤン・ブ
ランコ･ フエレ神戸店と、ブティック・インター。ケイ・イト一神戸店。２Ｆにオーナーの伊藤社長のオフィス
が。東京から大内順子さんも。

★イメージアップ女性会議始る
女性の視点に立ったソフトで親しまれるイメージア
ップ･ 活動をと、兵庫県では県内６地域で女性リーダー
6 人らが講演。コーディネィタ－を広報専門委員が受
けもち1 0 月よりスタートした。

☆若柳吉金吾師の神戸市文化奨励賞を祝う会
「私が舞台で踊ることしか、この賞への恩返しは出来
ませんので来年秋の５回目のリサイタルも頑張りま
す」と受賞の言葉。１１月1 7 日ホテルオークラ神戸で開
催。
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五＆
●1 1 月一般公開講座
井上斌策氏
（トータルデザインシステム代表）

井上斌策氏

１１月2 0 日、中ﾉ l ､ 企業センターにおい
て、トータルデザインシステム代表の
井上斌策氏の“ファッションマネージ
メント次の1 0 年”というテーマでマン
スリーサロンが開催された。「これか
らの時代はデザイナーが会社に方向性
をはっきり指示しなくてはダメです。
昔は十人十色といいましたが、今は一
人十色の時代です。その中で相手にあ
わすということは難かしいのです。し
かし日本はマーケティングや、知恵を
出していこうとしています。私の友人
が新聞に書いているのですが､ " 見考企
行”（ヘルシーな会社）企見考行（今
の日本企業の代表）です。前者はまず
見識を広め、じっくり考えそのもとに
企画し、行動する、というものです。

コウベもファッション･ ソサエティ
誠戸ファッション市民大学ＯＢによるクf ループ
グ鞘戸のファッション都市化をめざす

jVEW1S''5５
事務局／神戸市中央区束町1 1 3 - 1 大神ビル9 Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ､ 0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

' ９１はマインド
つくる時代
後者はまず企画して、見に行って、考
えてから行動にうつす、というパター
ンです。第二に、今のデザインの出発
は名詞からです。例えば、スカート、
櫛、自転車など既製で現存するもので
す。名詞には形容詞がつきます。花柄
をつけてきれいに、あるいは材質をか
えて丈夫に。これだけ多角化していろ
いろなものができあがってくると名詞
でないものができあがってきます。例
えばフィルムがｶ ﾒ ﾗ になっていま
す。使いすての。そういうふうに形の
ない、デザインされないものがどんど
ん出ています。だから我々は動詞から
の出発を考えています。メガネ＝視力
をカバーする、というところから始め
ると、コンタクトレンズというのがあ
りますね。だからデザインというのは
名詞から入ってはダメ。動詞から入る
からコンタクトレンズが生まれるんで
す。一方話がかわりますが、今、東洋
の発想というのが見直されています。
目線の低い所でモノを創っています。
お茶碗にしても床からもちあげて、手
を添える。お箸を使って鼻もとへ持っ
ていく。においをかいで食べる、とい
う目線の低い姿勢というのは、これか
らはとても大・切です。モノをじっくり
とみるという。ナチュラルというのは

でものを

単に唾自然”というのではなく、素材
感、肌合いということが必要なので
す。例えばおばあさんと一家が住んで
いて家を移る時に家財道具一式をもっ
ていき、おばあさんが一人部屋に残っ
て柱をなでています。柱は無機物なの
に、魂が宿っているんです。これから
はモノにこういうふうに愛着をもつ、
創り方をしていかなくてはダメです。
マインドで素直にやれる時代です。言
いかえると「心暖まる時代」エコロジ
ーを真剣に考える時代です。そこから
本質的なゆとりが生まれ、人の気持ち
を大切にし、それが地球全体を考える
ということにつながると思います｡ 」
と約２時間にわたる講演は感動を与え
た。

★ＫＦＳ新年会のお知らせ
とき１月1 5 日( 火) 午後５時
場所神戸ポートピアホテル
会費２万円（宿泊の有無にかかわ

らず同額）会で５千円補助し
ますので会員の方は１万５千
円ご負担下さい。

好評だった昨年に引き続き、今回もポ
ートピアホテルで行ないます。バイキ
ング、ディスコ、３次会など、ご期待
下さい。
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おかげさまで

「月刊神戸っ』子」は
3 0 周年を迎えました。

鯵
平成３年元旦

本年も何卒よろしくお願いいたします。
月刊神戸っ子編集部一同

' 9 1 月刊神戸っ子新年会＆第１5 回神戸文学賞授賞式

平成３年１月2 9 日（火）
午後6 : 3 0 始受付／午後6 : ００
於／京町・オリエンタルホテル
2Ｆ大ホール＜0 7 8 / 3 3 1 - 8 1 1 1＞

会費／￥７０００
■
主催

〒6 5 O
お申込み・神戸市中央区東町1 1 3 ノ１大神ビノレ９Ｆ

月刊神戸っ子新年会係
ＴＥＬＯ７８/ 3 3 1 - 2 2 4 6 ＦＡＸＯ７８/ 3 3 1 - 2 7 9 5
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譲
霧

「
春
節
祭
」
Ｉ
旧
正
月
に
行
な
わ
れ
る
、
中

国
最
大
の
年
中
行
事
で
あ
る
。
２
月
の
妬
。
蝿

Ⅳ
日
の
神
戸
の
南
京
町
で
も
、
こ
の
春
節
祭
が

ＴＯＷＮ

今
年
も
南
京
町
に

春
節
祭
が
や
っ
て
く
る
／

２
月
胴
・
焔
・
汀
日

行
な
わ
れ
る
。
南
京
町
の
東
入
口
に
そ
び
え
る

長
安
門
。
一
歩
中
へ
入
る
と
そ
こ
は
も
う
楽
し

さ
い
っ
ぱ
い
の
中
国
風
お
ま
つ
り
の
ま
つ
た
だ

営業時間９：００～２０：００
年中無休恋0 7 8 ( 3 3 1 ) 1 １１４

ii蕊i篭悠
識
ふ
簿

蕊 I;驚溌籍’

蕊
中
だ
。
普
段
の
日
で
も
行
く
と
楽

し
い
南
京
町
だ
が
春
節
祭
の
時
は

一
層
盛
り
上
が
る
。
獅
子
舞
（
中

国
の
獅
子
は
日
本
の
も
の
よ
り
色

彩
が
カ
ラ
フ
ル
だ
）
が
、
南
京
町

の
中
華
料
理
屋
、
雑
貨
屋
、
ス
ー
パ

ー
に
踊
り
入
る
。
こ
れ
ま
た
カ
ラ

フ
ル
で
長
く
巨
大
な
龍
が
天
に
昇

る
か
の
よ
う
に
踊
る
龍
踊
り
、
雑

技
団
に
よ
る
大
道
芸
、
太
極
拳
、

少
林
寺
拳
法
、
中
国
舞
踊
、
そ
し

て
、
ち
ま
き
、
豚
ま
ん
、
ご
ま
だ

ん
ご
な
ど
の
屋
台
の
数
々
。
今
年

の
春
節
祭
も
ま
た
楽
し
み
だ
。

匿記商行
078(331)5952

画
078(391)3647

( みゆき）
(ボン）

鴬
F#住
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中国物産
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購鍵鴬

1 ２１２●１９１８１７１６１５１４１３１２１１●春
時時２時時時時時時時時時２節
3 ０１月’’１１３０１１３０１月祭
分獅１６龍獅舞太雑分雑龍分セオ１５ス
ｌ子日踊子龍極技ｌ技踊’しＩ日ケ
龍舞壬，舞隊拳団龍団，箪雲ご§曽踊、 - ，い有踊
り志り舞ｌン

にグノレ
よ
る

１８１７１６１５１５１５１４１４１４１３１２１２１２１１●１９１８１７１７１６１６１５１５１４１３１２
時時時時時時時時時時時時時時２時時時時時時時時時時時
１１１３０３０１５０３０１１５０３０１１５月’’３０１３０１３０１５０１４０
禦繍？淵ヂウ雛神璽？Ｈ灘郷摺？鮒鱗
舞り団, - ､ 龍太寺６龍太舞団雑龍舞よ舞官り団雑舞Ｙ舞太寺龍団太, _ 、税荊婆融Ｗ豊踏笛Ｗｉ雛一齢￥踏蕊ザ箪
予儀前丸へ、儀Ａ燕鴇一屋、 - ′、 - ′可評に

珍しい材料が揃う
中国物産輸入遼販店

鱗; ㈱東栄商行
078･331.5118

アワビ･ 伊勢海老料理
広東菜館

繍 昌匡
078. 3 9 2 . 3 3 8 9
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マオタニ

間苧谷明子
家元成瀬香梅

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

あなたを、新発見素敵な時間への誘い

サロン･ ド･ ポートピア

文化教室

新神戸オリエンタルホテル

文化教室

エリオ
ポートピアホテル

神戸市中央区港島中町６－１０－１

T E L O 7 8 - 3 0 2 - 1 1 1 1

神戸市中央区北野町１丁目

ＴＥＬ0 7 8 - 2 9 1 - 1 1 2 1 （代表）

聯電: 8 t 燕講i ¥ 輔雄鞘

盛物 ｡ いけぱな

知香流

声楽メゾソプラノ

井上和世 一
九
九
一
元
旦

宝塚市野上１－２－１２

，r E L O 7 9 7 - 7 3 - 6 6 1 2 神戸市東灘区深田町２－３－４

ＴＥＬＯ７８－８５１－８１１３

専正池坊

神戸市中央区再度山大龍寺

T E L O 7 8 - 3 7 エー5 8 3 8

神戸了悔侭灘区住吉山手３－２－２１

T E L O 7 8 - 8 1 1 - 1 6 0 1

諸 泉祐陽

１
１２８
１
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書
／
望
月
美
佐

蕃

創
造
は

文
化
の
清
新
な

神
戸
か
ら

※順不同

１
１２９
１

神戸マリンバソサエティ

宮本慶子

神戸市灘区曽和町２－４．－７
T E L O 7 8 - 8 2 1 - 6 8 3 8

日 本舞踊

若由会

若柳吉由二

神戸市垂水区平磯４－２－３
ＴＥＬ0 7 8 - 7 0 6 , 0 1 1 3

一・絃の鐸

須磨琴保存会

会長小池義人

神戸市須磨区須磨寺町４－６－８
T E L O 7 8 - 7 3 1 - 0 4 1 6

大 和楽
蘭の会

総理蕊大和三千世
神戸市中央区中山手通７－ユー1 ５

T E L O 7 8 - 3 4 1 - 3 6 5 3

ギャラリー＆功I 聯サロン

兜子館

代表者赤尾恵以

神戸市菓溌区御影山手１－１３－４
ＴＥＬＯ７８－８１１－Ｏ７６０

プラワーデザイン
「花のかたち」より「花のところ」を
伝えたい
マミフラワーデザイン
スクール神戸
寺尾啓子

神戸市東灘区田中町５－１－１２
束灘スカイマンシヨン７１０号

T E L ･ F A X 0 7 8 - 4 5 3 . 3 4 6 2

木彫・染僅議宝

がれりや馬亜乃
木彫村上喜平
染色白石弘子

神戸市巾央区北野町４－９. ‐６．．２１
T E L O 7 8 - 2 4 2 - 5 0 0 5

肋 小原流

理事長小原夏樹

神戸市東灘区住吉山手４－１２－７０
ＴＥＬＯ７８－８１ユー0 8 7 1

みやび流押絵

二代団家元小西絹甫
芦屋市公光町３－１５
T E L O 7 9 7 - 3 4 - 1 0 0 1

芦屋蕊i宝
ラポルテ４Ｆ朝日カルチャーセンター内

T E L O 7 9 7 - 3 8 - 2 6 6 6

染色工芸の花

R ＩＴＺＦＬＯＲＡ

長浜リツコ

神戸市灘区篠原北町３－５－９
T E L O 7 8 - 8 8 1 - 8 5 0 0
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１
１３０
１

モダンダンス

今岡頚子舞踊団
今岡頒子・加藤きよ子

神戸市中央区三富町１－５
住友銀行三宮ピル６Ｆ
ＴＥＬＯ７８－３９１－－ﾕ 5 １８

声楽ソプラノ

今井勲子

神戸市東灘区御影町西平野伊賀2 ０
ＴＥＬ0 7 8 . . 8 1 1 - . 6 6 8 9

万葉集と短歌の会

代表飛松質

神戸市須磨区離宮前町１－６．－２３
T E L O 7 8 - 7 3 1 - - 5 4 4 9

､ ふるさと兵庫〃の
心豊かな文化を守り、育てる

側) 兵庫県文化協会
理事長山本敏雄
神戸市中央区下山乎通4 . - 1 6 . . 3

ＴＥＬ0 7 8 - 3 2 1 - . 2 1 3 1
F A X O 7 8 - 3 2 1 - 2 1 3 9

日本舜踊

花柳流

花柳玉三輔

神戸市長田
ＴＥＬ

区西山町４－７－１１
0 7 8 - 6 2 1 - 3 2 0 9

神戸ネオトロピカル協会

会長森美代子

神戸市中央区山本通２－２－７
ＴＥＬＯ７８－２２２－５

2４２．－５
87 5
６９０

二 紀会
二紀会兵庫県支部

畠記会常任理事中西勝

二紀会委員･ 支部長高崎研一郎

神戸市西区学圃西町７－３－７１０－１０２
ＴＥＬＯ７８－７９２－０２３０

貞松・浜田
バレエ学園・バレエ団
貞松融・浜田蓉子

神戸市漣区畑原通３－－６－－６
T E L O 7 8 - 8 6 1 - 2 6 0 9

F A X O 7 8 - 8 0 1 - 0 3 0 8

財団法人

神戸市民文化振興財団

神戸市中央区三宮町１－９－１
T E L O 7 8 - 3 3 2 - 3 3 2 0

木 彫

はちのす会
渡辺一生

渡辺二垂

西宮市千歳町４－１２
ＴＥＬＯ７９８－‐2 3 - 3 3 0 0

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

》
蝿
群
蝿
津
鍛
諦
織
鋸
率
識
評
鵡
率
諏
諏
燕
蝿
雌
獅
識
鍔
蝉
》
飛
鱗
諏
蕪
癖
蝉
謡
乱
・
勢
…
・
夢
…
…
蟻
譲
識
識
錘
認
騨
癖
鍵
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東京都渋谷区上原３－１７－１５
ドムス代々 木上原2 0 2 号
ＴＥＬＯ３－４６５－３６８７

創
造
は

清
新
な

神
戸
か
ら

文
化
の

( 社) 能楽協会神戸支部 吾妻流日舞教室

吾妻徳穂直門
支部長吉井順

吾妻秀扇

西宮市甲子園砂田町５－３
神戸市灘区篠原北町４－１１－８

T E L O 7 8 - 8 8 1 - 0 6 8 0
T E L O 7 9 8 - 4 7 - 7 6 5 1

花柳流日舞教室兵庫県文化賞受賞者懇話会
柳勢会

代表小林武雄
花柳芳一勢

神戸市中央区下山手通４－１６－３
兵庫県文化協会内

T E L O 7 8 - 3 2 1 - 2 1 3 1
神戸市兵庫区下祇園町1 0 - 1 2
T E L O 7 8 - 3 6 1 - 4 5 0 9

神戸コンサート協会 尾上菊見

神戸市須磨区須磨寺町４－４－６
ＴＥＬＯ７８－７３１－２１９３ｏＯ３０９

代表取締役中筋栄

ＴＥＬＯ７９５－９７－２２１２

神戸市兵庫区湊川町３－３－２
ＴＥＬＯ７８－５１１－５２２３

ＴＥＬＯ７８－２３１－１００１

学校法人行吉学園
丹波焼延年窯神戸女子大学

神戸女子短期大学 市野弘之
理事長 ･ 学長行吉哉女

多紀郡今田町卜な杭
神戸市中央区中山手通２－２３－１

会長桑原泰業

書
／
望
月
・
美
佐

131

佳生流華道 関西日印文化協会

家 . 元西村雲華

※順不同

副家元西村公延
神戸市北区鈴蘭台束町９－７－２６

T E L O 7 8 - 5 9 1 - 5 6 3 3神戸市中央区野崎通３－３－２１
T E L O 7 8 - 2 2 1 - 6 2 3 9 F A X O 7 8 - 5 9 3 - 8 8 5 7
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Ｉ

Ｋ
Ｏ
神
戸
を
福
祉
の
街
に

シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル
で
上
映
さ
れ
た
羽
田
澄
子
監
督
の

「
安
心
し
て
老
い
る
た
め
に
」
と
い
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
を
ｎ
月
配
日
の
夜
に
見
に
行
っ
た
。
私
の
前
の
席

に
は
笹
山
神
戸
市
長
や
鈴
木
民
生
局
長
ら
の
姿
も
あ
っ

た
。
４
年
前
に
羽
田
監
督
の
前
作
「
痴
呆
性
老
人
の
世

界
」
を
見
て
大
変
感
動
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
今
回
も

上
映
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
。
や
は
り
期
待
通
り
の
素
晴

し
い
作
品
で
、
２
時
間
鉦
分
と
い
う
時
間
を
感
じ
さ
せ
な

い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
映
画
の
主
な
舞
台
は
岐
阜
県
池
田
町
で
、
こ
の
町

の
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
新
生
苑
と
い
う
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
様
子
や
、
当
時
就
任
し
て
間
も
な
い
町
長
や
行
政
の
福

祉
へ
の
取
り
く
み
に
カ
メ
ラ
が
向
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
デ

ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
取

材
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
の
介
護
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
完
成
ま
で
４
年
の
時
間
が
か
け
ら
れ
た
と
い
う
。

ｎ
月
か
ら
旭
月
に
か
け
て
哩
日
間
、
西
日
本
で
は
初
め
て

神
戸
の
市
立
博
物
館
と
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル
で
訓
回
上
映
さ

れ
、
多
く
の
市
民
が
つ
め
か
け
た
。

こ
の
映
画
の
上
映
中
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
田
崎
ホ

ー
ル
で
「
安
心
し
て
老
い
る
に
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
記

〈
師
〉 1３

１
１３２
１

安
心
し
て
老
い
る
た
め
に

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。

席
上
、
羽
田
監
督
は
「
前
に
創
っ
た
〃
痴
呆
性
老
人
の

世
界
〃
は
岩
波
映
画
創
立
以
来
の
大
ヒ
ッ
ト
に
な
り
、
今

で
も
全
国
各
地
で
上
映
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
映

画
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
方
々
か
ら
〃
実
は
う
ち
に
も
老
人

が
い
て
…
〃
と
い
う
お
話
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
い
っ
ぱ
い
で

て
き
て
、
ど
こ
で
あ
の
映
画
の
よ
う
な
介
護
を
受
け
ら
れ

る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
い
つ
、
ど
こ

で
年
老
い
て
動
け
な
く
な
っ
て
も
、
呆
け
て
も
、
よ
い
介

護
が
受
け
ら
れ
る
保
障
は
日
本
に
は
な
い
の
で
す
。
ど
う

し
て
も
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
だ
ま
っ
て
は
お
れ
な
い
と
い
う
気
持
で
こ
の
映
画

を
つ
く
っ
た
ん
で
す
。
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
撮
影
し
て
回
っ
て
驚
い
た
の
は
、
お

年
寄
り
が
家
族
に
た
よ
っ
て
生
活
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
子
ど
も
は
成
人
す
る
と
家
を
出
て
い
き
ま
す
か

ら
、
老
後
は
子
ど
も
で
は
な
く
、
社
会
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

北
欧
で
は
市
町
の
予
算
の
半
分
が
福
祉
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
お
年
寄
り
の
介
護
で
大
事
に
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
ま
ず
、
本
人
の
生
活
を
で
き
る
だ
け
変
え
な
い
よ
う

Ｆ

Ｕ

Ｋ

Ｕ

Ｓ

Ｈ

橋
本
明

く
峰
銅
帳
卦
露
羅
砿
諏
〉
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蝋
雲

騨蕊

照
‐
ｒ

毒 に
す
る
。
第
二
に
、
自
己
決
定
を
尊
重
す
る
こ
と
、
第
三

に
、
残
存
能
力
を
活
用
す
る
こ
と
で
す
。

私
は
筋
萎
縮
症
の
老
人
が
た
っ
た
一
人
で
自
宅
で
生
活

す
る
の
を
支
え
て
い
る
鯉
時
間
の
介
護
シ
ス
テ
ム
を
み
て

日
本
で
も
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
」
と
印
象
を
語
っ
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
生
活
指
導
員
を
し
て
い
る
中

村
す
え
子
さ
ん
は
「
日
本
に
は
施
設
を
利
用
す
る
の
は
気

の
毒
な
人
、
と
い
う
偏
見
が
あ
る
。
そ
の
た
め
特
に
田
舎

で
は
老
人
を
看
取
る
の
は
嫁
の
つ
と
め
と
考
え
ら
れ
、
公

的
な
サ
ー
ビ
ス
は
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
よ
う
に
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
家
族
の
な
か
で
い
ろ
ん
な
悲
劇
が

起
っ
て
く
る
」
と
話
し
、
ヘ
ル
パ
ー
の
数
を
増
や
し
、
質

を
高
め
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
た
。

神
戸
協
同
病
院
医
療
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
渡
辺
節
子
さ

ん
は
「
劣
悪
な
住
宅
事
情
で
は
在
宅
ケ
ア
ー
が
で
き
な
く

て
老
人
が
病
院
へ
や
っ
て
く
る
。
し
か
し
一
度
入
院
す
る

蕊鍵
p 律･

懲勘,磯鋼蝋

１
１３３
１

と
今
度
は
帰
る
場
所
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
老
人
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
場
が
な
い
」
と
医
療
と
福
祉
の
谷
間

の
問
題
を
な
げ
か
け
た
。

日
本
福
祉
大
学
助
教
授
の
沢
田
清
方
さ
ん
は
「
デ
ン
マ

ー
ク
へ
行
っ
た
時
、
お
年
寄
り
た
ち
に
〃
あ
な
た
は
老
後

に
不
安
が
あ
り
ま
す
か
？
〃
と
た
ず
ね
る
と
、
人
が
皿
人

と
も
〃
あ
り
ま
せ
ん
〃
と
答
え
て
い
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
で

は
〃
誰
も
が
普
通
の
状
態
で
暮
ら
せ
る
〃
と
い
う
こ
と
が

大
切
で
、
そ
れ
は
自
立
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
老
人

が
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
さ
せ
て
、
で
き
な
い
こ
と
だ
け

手
助
け
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
福
祉
な
ん
で
す
。
日
本
で
は

老
人
が
で
き
る
こ
と
ま
で
手
伝
っ
て
い
る
し
、
老
人
も
そ

れ
に
依
存
し
て
い
る
。
家
族
の
支
え
か
ら
、
社
会
で
ど
う

支
え
る
の
か
と
い
う
方
向
へ
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
訪
ね
た
ホ
ル
ベ
ッ
ク
市
の
女
性
の
福
祉
課
長
に
〃
な

ぜ
こ
こ
で
は
こ
ん
な
素
晴
し
い
福
祉
が
で
き
た
の
か
〃
と

た
ず
ね
る
と
〃
百
年
以
上
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
歴
史
の
積

め
み
重
ね
で
す
″
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
私
も
日
本
で
も
や

弄
れ
ば
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
未
来
へ
の
希
望
を
語

デ
っ
た
。

く↑
会
場
の
参
加
者
か
ら
も
次
々
と
活
発
な
意
見
や
質
問
が

ノ部
霊
出
さ
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に
羽
田
さ
ん
は
「
こ

ム
子泰準

・
っ
い
う
活
発
な
話
し
合
い
を
巻
き
起
こ
す
場
を
つ
く
る
の

奉
唖
が
こ
の
映
画
の
一
つ
の
目
的
な
ん
で
す
。
〃
福
祉
は
万
人

支
Ｊ霊嘩

の
も
の
〃
と
い
う
意
識
を
た
た
き
こ
ん
で
ほ
し
い
ん
で
す
。

畦
誰
誇
人
間
ら
し
い
最
後
を
迎
え
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

》
》
麺
の
か
み
ん
な
で
考
え
、
福
祉
を
大
切
に
す
る
政
治
に
変
え

娠
唖
挿
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
結
ん
だ
。

乱
陸
》
こ
の
映
画
は
こ
れ
か
ら
息
長
く
各
地
で
自
主
上
映
さ
れ

》
》
一
殿
赤
喝
だ
ろ
う
が
、
特
に
若
い
人
た
ち
に
見
て
ほ
し
い
と

蕊
蕊蕊蕊蕊

鍵

!§i鶴

X 職

蕊鱗11籍リ 鴬,蕊
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自然の恵みを
湯けむりに伝える

テニスでいい汗
いい湯にとっぷり
味に集う

有
馬
温
泉
と
六
甲
山
、
さ
ら
に
神
戸
の
市
街

地
と
を
相
互
に
結
ぶ
多
様
な
ル
ー
ト
の
中
か
ら

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
ド
ラ
イ
ブ

ウ
ェ
イ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
道
を
総
称
し
て
「
ハ
イ

デ
ィ
ル
ー
ト
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

ハ
イ
デ
イ
と
は
、
神
戸
市
花
で
あ
り
、
六
甲

山
に
美
し
く
群
生
す
る
ア
ジ
サ
イ
の
英
字
名

〃
Ｈ
Ｙ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ａ
″
と
、
ア
ル
プ
ス
の

少
女
〃
ハ
イ
ジ
″
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
創
っ
た
造

語
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
四
季
折
々
に
変
化
す

る
自
然
の
美
し
さ
に
寄
せ
る
夢
と
ロ
マ
ン
が
感

じ
ら
れ
る
。

と
に
か
く
歩
く
の
は
い
い
。

四
季
を
問
わ
ず
に
歩
く
こ
と
だ
Ｉ
，

有
馬
温
泉
で
は
、
四
季
を
通
じ
て
豊
か
な
自

然
が
来
訪
者
を
迎
え
て
く
れ
る
。

こ
の
季
節
は
雪
景
色
が
素
晴
し
い
。
湯
上
が

り
の
雪
見
酒
も
な
か
な
か
に
乙
な
も
の
だ
が
、

温
泉
街
の
散
策
を
ぜ
ひ
お
す
す
め
し
た
い
。

時
間
に
合
わ
せ
て
、
三
通
り
ほ
ど
の
コ
ー
ス

を
ご
紹
介
し
よ
う
。

八
一
時
間
コ
ー
ス
Ｖ

雅ただようくつろぎの館

‘や･鍵霞練
ＴＥＬ(078)904-0781

″
何
か
″
に
出
会
え
そ
う
な
．
：

ぶ
ら
り
と
歩
け
ば

温
泉
情
緒
も
格
別

神
戸
電
鉄
有
馬
温
泉
駅
Ｉ
（
印
、
・
１
分
）
１

場
け
む
り
広
場
ｌ
耐
、
・
５
分
）
ｌ
温
泉
寺
ｌ

極
楽
寺
ｌ
念
仏
寺
（
神
戸
七
福
神
）
Ｉ
（
畑
、

。
２
分
）
ｌ
炭
酸
泉
源
Ｉ
（
棚
、
・
４
分
）
ｌ

天
神
泉
源
Ｉ
（
伽
、
・
５
分
）
ｌ
有
馬
温
泉
駅
。

※
湯
け
む
り
広
場
Ｉ
温
泉
寺
間
に
は
、
炭
酸
せ

ん
べ
い
や
有
馬
筆
な
ど
を
売
る
有
馬
の
み
や
げ

物
屋
や
、
お
食
事
処
・
喫
茶
店
な
ど
の
飲
食
店

が
軒
を
並
べ
て
い
る
。
ま
た
、
炭
酸
泉
源
か
ら

天
神
泉
源
ま
で
の
間
に
は
、
情
緒
い
っ
ぱ
い
の

古
い
家
並
み
が
続
き
、
温
泉
街
の
風
情
が
満
喫

で
き
る
。

八
一
１
二
時
間
コ
ー
ス
Ｖ

有
馬
温
泉
駅
Ｉ
（
１
，
．
ｍ
分
）
ｌ
ま
す
池
ｌ

（
畑
、
・
２
分
）
ｌ
鼓
ケ
滝
公
園
Ｉ
（
畑
、
。

２
分
）
’
六
甲
・
有
馬
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
ー
（
１

ｍ
・
姐
分
）
ｌ
有
馬
温
泉
駅
。

※
ま
す
池
で
は
釣
っ
た
ま
す
を
、
そ
の
場
で
料

理
し
て
く
れ
る
。
有
料
。
ま
た
、
足
に
自
信
の

あ
る
方
な
ら
、
有
馬
温
泉
駅
か
ら
妙
見
山
へ
登

る
の
も
い
い
（
駅
か
ら
皿
ｍ
・
訓
分
）
。
展
望

台
も
あ
り
、
温
泉
街
を
一
望
に
で
き
る
。

TEL(078)904-0701㈹TEL(078)904-0731

日本風の館です
国際甑発旅館

TEL(078)9p3-1P24

*通りの獅醗萄詩坊
ＴＥＬ(078)9p4-0551

政府登録国際眼光旅館

古家jｼﾘ１
ＴＥＬ(078) 9 0 4 - 0 1 8 1

欽山は典雅な

134●敏山
"

会議ｾﾐ非から御家族づW1jj誇
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TEL(078)904-0675
T E L E X 5 6 2 7 - 1 1 5

日本最長、延々、
五キロの空中旅情。
ｎＥＬＯ７８(891)0031

八
三
時
間
コ
ー
ス
Ｖ

有
馬
温
泉
駅
Ｉ
（
剛
、
・
６
分
）
ｌ
念
仏
寺
ｌ

（
伽
、
・
８
分
）
ｌ
鼓
ケ
滝
公
園
Ｉ
（
畑
、
。

２
分
）
’
六
甲
・
有
馬
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
ー
（
伽

、
。
８
分
）
ｌ
温
泉
寺
ｌ
極
楽
寺
Ｉ
（
剛
、
。

２
分
）
ｌ
炭
酸
泉
源
Ｉ
（
Ⅷ
ｍ
ｏ
ｍ
分
）
ｌ
瑞

宝
寺
跡
公
園
Ｉ
（
Ⅷ
、
。
ｎ
分
）
ｌ
天
神
泉
源

１
（
伽
、
。
５
分
）
Ｉ
有
馬
温
泉
駅
。

※
こ
の
コ
ー
ス
で
も
、
天
神
泉
源
か
ら
有
馬
温

泉
駅
の
間
に
は
、
情
緒
あ
る
古
い
家
並
み
や
、

有
馬
み
や
げ
の
店
な
ど
が
軒
を
並
べ
、
散
策
に

は
楽
し
い
界
隈
だ
。

八
観
光
ポ
イ
ン
ト
Ｖ
湯
け
む
り
広
場
Ｉ
泉
水
が

滝
の
様
に
流
れ
落
ち
る
。
有
馬
温
泉
ゆ
か
り
の

豊
臣
秀
吉
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
も
あ
る
。
温
泉
寺
Ｉ

僧
行
基
が
開
い
た
。
重
要
文
化
財
な
ど
多
く
の

寺
宝
を
所
蔵
。
極
楽
寺
Ｉ
火
除
け
観
音
が
ま
つ

ら
れ
て
い
る
。
念
仏
寺
Ｉ
神
戸
七
福
神
の
内
、

寿
老
人
を
ま
つ
る
。
炭
酸
泉
源
ｉ
天
然
の
炭
酸

水
が
湧
き
出
て
い
る
。
天
神
泉
源
Ｉ
天
満
宮
境

内
に
あ
る
温
泉
源
。
鼓
ケ
滝
公
園
’
六
甲
山
か

ら
流
れ
落
ち
る
滝
の
音
が
鼓
の
様
に
聞
こ
え
る

の
で
、
こ
の
名
が
あ
る
。
瑞
宝
寺
跡
公
園
Ｉ
毎

年
ｎ
月
２
１
３
日
に
は
、
秀
吉
を
偲
ん
で
大
茶

会
が
開
か
れ
る
。
春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
が
素
晴

し
い
。

昨年（9 0 年）の初夏、六甲ケーブル山上駅から有馬温泉までを歩く「第１回ハイディルート・ファ
ッションコンテストハイキング大会」が行われた。

結婚式場を完備しています

態伝織と権式を誇§
冬斎
I司陽闇
景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹

敷地内から籾きでる
日本最古の温泉･ 有馬温泉ロ

阪急ホテルチェーン

有馬1 - 畠: 弓，｡ －ホテル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
温泉と演芸と遊技濁

声馬へルフK セン伊＝
ＴＥＬ(078)904-2291

刺B 胃馴罰先一

静寂さにつつまれた
くつろぎの宿

陵楓閣135
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１
１３６
１

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＱＥ

神戸百店会だより

ＳＰＥＣＮＡＬＭＥＳＳＡＱＥ

ネ申戸百店会だより

蕊

で
ア
刀
『
く

★
ハ
イ
ジ
は
加
歳
に

な
り
ま
し
た

ス
イ
ス
菓
子
の
ハ
イ
ジ
が
加

周
年
を
迎
え
た
。
ｎ
月
訓
日
に

ハ
イ
ジ
本
店
の
２
階
ホ
ー
ル
で

創
立
加
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

が
開
か
れ
た
。
「
小
さ
な
店
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
人
の
心
を

識
前田社長

豊
か
に
す
る
お
菓
子
を
作
る
と

い
う
考
え
は
そ
の
ま
ま
に
、
新

し
く
よ
り
良
い
方
向
へ
変
身
さ

せ
て
い
き
た
い
」
と
前
田
社

長
。
自
然
の
お
い
し
さ
を
生
か

し
た
お
菓
子
の
フ
ァ
ン
が
こ
れ

か
ら
も
増
え
続
け
そ
う
だ
。

で
ア
カ
『
く

★
思
い
出
の
日
々
を

メ
モ
リ
ア
ル
ス
テ
イ

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
は
２

月
１
日
か
ら
３
月
瓢
Ｈ
ま
で
を

〃
謝
恩
会
宿
泊
プ
ラ
ン
″
と
し

灘
アフターパーティーに

て
お
得
な
ス
テ
イ
プ
ラ
ン
を
企

画
し
て
い
る
。
謝
恩
会
の
ア
フ

タ
ー
パ
ー
‐
テ
ィ
ー
と
し
て
南
館

３
階
の
デ
ィ
ス
コ
テ
ィ
ッ
ク
キ

ー
ノ
ー
ッ
を
１
名
￥
２
，
５
０

０
で
利
用
で
き
る
他
、
着
付
、

ヘ
ア
メ
イ
ク
、
記
念
写
真
等
も

全
て
ホ
テ
ル
内
で
で
き
て
し
ま

う
と
い
う
便
利
さ
。
ホ
テ
ル
を

賢
く
利
用
し
た
い
人
へ
・

密
３
０
２
１
‐
１
１
１
１

匂

ア
カ
『

★
春
仕
度
小
物
歳
の
市

元
町
の
丸
善
で
は
廻
月
６
日

か
ら
ｎ
日
ま
で
の
６
日
間
、
江

戸
千
代
紙
・
江
戸
お
も
ち
ゃ
の

即
売
会
を
開
催
し
た
。

江
戸
千
代
紙
の
版
元
と
し
て

東
京
・
谷
中
に
た
だ
一
軒
残
っ

て
い
る
「
い
せ
辰
」
。
新
春
を

彩
る
江
戸
情
緒
豊
か
な
小
物
を

に
ぎ
や
か
に
集
め
、
神
戸
在
住

の
外
国
人
の
人
気
を
集
め
た
。

特
に
目
立
っ
た
の
は
千
代
紙
細

工
や
廻
支
の
張
子
、
江
戸
お
も

ち
ゃ
な
ど
で
鮮
や
か
な
色
使
い

の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
部
屋
の
ア
ク

セ
サ
リ
ー
と
し
て
買
っ
て
い
く

ユーモラスな豆錦絵

今
回
の
共
催
は
い
せ
辰
と
丸

善
。
今
年
も
国
内
、
国
外
を
問

わ
ず
様
々
な
芸
術
を
２
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
展
開
し
て
い
く
予

定
。否

３
９
１
１
６
０
０
３

丸
善
神
戸
元
町
店

の
三
ｍ
ｍ
『
の

★
神
戸
み
や
げ
の
お
い

し
い
新
製
品
登
場

神
戸
風
月
堂
が
新
製
品
と
し

て
「
メ
リ
ケ
ン
大
福
餅
」
を
発

売
し
た
。
薄
く
の
ば
し
た
餅
に

特
製
の
小
豆
あ
ん
を
包
み
こ
み

表
面
の
焦
げ
目
を
つ
け
た
大
福

蕊簿蕊；
諏
ｉ
慾
．
、
欝
霧
睡
識
鶏

新しい神戸の味メリケン大福餅

蕊
溌資
iii鍵：

蕊
鶴

餅
。
お
い
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
美
し
い
メ
リ
ケ
ン
波
止
場

の
絵
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
も
神
戸

ら
し
さ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

加
個
入
り
￥
１
，
０
０
０
と
５

個
入
り
￥
５
０
０
の
２
種
類
で

本
店
、
さ
ん
ち
か
店
、
北
野
坂

店
空
港
店
、
神
戸
そ
ご
う
、
神

戸
大
丸
で
発
売
中
。

お
茶
受
け
に
、
お
や
つ
に
、

贈
り
物
に
楽
し
い
時
間
の
名
脇

役
と
し
て
人
気
を
呼
び
そ
う
。

５
個
１
袋
で
エ
ー
ジ
レ
ス
パ
ッ

ク
さ
れ
て
い
る
の
で
遠
方
へ
送

る
の
も
喜
こ
ば
れ
そ
う
。

回
お
問
い
合
わ
せ

⑧
３
２
１
１
５
５
５
５
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れ
た
。
同
時
に
ウ
ェ
デ
ィ
ン

ピ
ア
ホ
テ
ル
に
て
ビ
ア
ン
カ

三
ｍ
三
一
ｍ

P E O P L E ＜8 5 ＞
驚
驚
溺
闇
，
…

灘

鱗議

糾静

③大丸前商店今会長に就任して
グ
ド
レ
ス
の
展
示
会
も
行
な

神戸市の地下鉄や地下駐車場建設とい
うビッグプロジェクトを予定している大
丸周辺。その商店会会長に就任された吉
岡さんは「大事な時期にさしかかってい
る今、商店会のみならず三宮地区全体の
繁栄に寄与していきたい｡ 」と語られま
した。

１
１３７
１

わ
れ
華
や
か
な
ム
ー
ド
に
包

ク
ス
・
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か

ス
ポ
ー
ザ
開
設
加
周
年
サ
ン

吉岡潔さんく㈱ヨシオカ代表取締役＞去
る
ｎ
月
鯛
日
、
ポ
ー
ト

加
周
年

『
ｏ
で
』
。
、

②
古
都
で
楽
し
む

ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
テ
イ
ス
ト
ユ

ー
ハ
イ
ム
京
都
店
が
お
し
ゃ
れ
に

リ
ー
ー
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。
伝
統
の

街
に
し
っ
く
り
と
溶
け
込
む
モ
ダ

ン
な
建
物
と
、
ョ
・
ロ
ピ
ア
ン
．

エ
レ
ガ
ン
ス
を
漂
わ
せ
た
す
て
きl蕊蕊溌溌一ンすのでがばパパのに

イ
ン
タ
リ
ュ
ー
ド
鮎
を
テ
ー
マ
に

し
た
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
フ
ロ

ア
。
パ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
や
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
な
ど
の
ギ
フ
ト
が
揃
『
て

お
り
、
輸
入
紙
に
よ
る
ラ
ッ
ピ
ン

グ
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
女
の
子
に
好

評
を
得
て
い
る
。
ド
イ
ツ
語
で

〃
気
楽
に
食
べ
る
所
〃
と
い
う
意

味
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
カ
フ
ェ
テ
リ

ア
は
Ｏ
Ｌ
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
。
５
階
の
ホ
ー
ル

は
絡
子
の
雛
に
囲
ま
れ
た
京
都
ら

し
い
イ
ン
テ
リ
ア
の
中
・
で
ド
イ
ツ

菓
子
が
味
わ
え
る
。

憤
緒
あ

い
し
さ

坂
新
の
お

い
。
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